
J

　

.

警
貞
操
出
議
案
虜
　
七
　
号

北
方
儲
士
早
期
復
帰
案
魂
に
蛸
.
す
る
決
議
書
に
つ
い
て

こ
の
こ
と
に
つ
S
て
､
別
紙
の
と
お
か
内
藤
総
理
大
臣
､
内
藤
官
房
長
官
､
外
務
大
臣
､
総
理
府
総
務

-

長
官
に
決
講
者
を
凍
出
す
る
｡

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日

提
出
者
　
三
朝
町
諌
会
議
貞
　
御
　
　
駄

I
.
賛
成
者
　
三
朝
町
議
会
論
点
　
福
　
　
田
　
　
′
家
　
　
和

賛

成

者

　

三

朝

町

議

会

議

負

　

石

　

　

山

　

　

利

　

　

男

賛
成
者
　
三
朝
町
議
会
議
員
　
古
　
　
屋

｣

変
成
者
　
三
朝
町
議
会
議
員
､
政
　
　
門
F

陪
和
五
指
五
年
柏
書
廿
五
日
療
蕃
可
決

.
三
朝
町
哉
金
親
長
牧
田
禎



北
方
嶺
士
早
勤
復
.
栴
芙
鴎
に
擁
す
る
決
議

歯
舞
群
島
､
色
丹
島
､
甲
放
鳥
及
び
衷
捉
烏
の
北
軍
覗
士
は
､
古
米
わ
が
由
固
有
韻
士
で
あ
る
こ
と
は
明

白
を
事
冥
で
あ
り
､
そ
の
早
期
碩
帰
の
実
額
は
､
凶
民
的
恕
舶
と
な
っ
て
S
る
0

し
か
る
に
斬
後
三
十
五
年
の
今
日
､
い
ま
だ
解
決
の
見
通
し
が
明
ら
か
に
さ
れ
を
い
せ
ま
と
を
つ
て
い
る

こ
と
は
､
は
な
は
だ
薄
鰻
で
あ
る
.

よ
っ
て
政
府
に
お
S
て
は
､
本
間
繕
解
決
の
た
め
左
記
単
項
等
に
.
I
p
別
.
大
の
努
力
を
さ
れ
る
よ
う
強
-
.
*
望

す
る
｡

己童
ロ

一
因
民
の
世
論
を
背
景
と
し
た
日
ソ
交
渉
を
巌
挿
し
､
北
方
.
闘
士
早
穎
旗
梅
の
実
現
を
励
す
る
こ
と
｡

.
二
　
｢
北
方
鋲
士
の
日
｣
を
制
定
し
､
こ
の
日
を
中
心
と
す
る
全
国
民
的
李
塔
警
措
勤
の
展
銅
を
図
る
こ
と
｡

以

上

決

詩

す

る

｡

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日

三

　

朝

　

町

　

読

　

会


